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教員養成スタンダード（大学院）の趣旨
　教員養成の高度化を見据えて，教員等の高度専門職業人としての力量形成を確かなものとするために，経歴や年代の異なる
大学院生が，コースの求める人材像に基づいて，それぞれの学びの質的側面を可視化し，自己成長を振り返ることができるツ
ールとして，また，基本的な教員像をベースに，指導教員が，コースの専門性を反映した力量形成を促すカリキュラムや研究を
より豊かに指導することができるツールとして，資質能力の体系を大学院版の教員養成スタンダードとして策定しました。

教員養成スタンダード（大学院）の２つの枠組み

教員養成スタンダード（大学院）の評価

　本学の大学院生の経歴は多様であり，各専攻・コースの養成する人材像やそのコースが目指す知識や技能の定着方針も同一
ではないことから，本学大学院の教員養成スタンダードは，全コース共通の「基礎部分のスタンダード」と，各コース別の
「専門性の実現に向けたスタンダード」の２つの枠組みで構成しています。
　「基礎部分のスタンダード」は，本学学部の教員養成スタンダードの 5領域をベースにしながら，教員としての専門性に必要
な，基礎的な資質能力について 15項目を設定しており，学生は自己の持っている資質能力を大学院の学びで補強していきます。
　「専門性の実現に向けたスタンダード」は，各コースが養成する人材像やコースの方針・特性に応じて，コース毎に３項目を
設定しており，学生は所属コースの「専門性の実現に向けたスタンダード」に基づき，自身の専門性の実現に向けて目標を設
定します。

　教員養成スタンダード（大学院）は，大学が学生に対して学びの保証をするとともに，学生自身が自己の学びを，個人で定
める到達目標のための基準として捉え，対外的に自己の学びを保証するエビデンスとなるものです。
　「基礎部分のスタンダード」は，４つの尺度（「十分できる」「ほぼできる」「少しできる」「できない」）で自己評価し，自己
省察につなげます。また，「専門性の実現に向けたスタンダード」は，個々の学生が自分の学びを設定し，その成果を保証して
いく「学びのスタンダード」となっています。

　　　　　　　基礎部分のスタンダード

専門性の実現
に向けた
スタンダード

教師としての基本的素養

児童・生徒の理解
に基づく

学級経営・生徒指導
教科等の指導

連携・協働

学び続ける教師

教員養成スタンダード（大学院）
に基づく大学院生活の設計

授業・実習等を通じた研究・研修

「基礎部分のスタンダード」を手がかりに学校
教育に関わる資質や能力について理解し，
自己のキャリアステージに応じた到達目標の
達成に向けて研鑽します。また「専門
性の実現に向けたスタンダード」
に基づいた自らの探究課題
を明確化し，研究計画
を立てて，大学院生
活の設計をします。

授業等を通じて各コースの専門性について
の知見を獲得するとともに理論と実践を往
還する研究方法を取得し，アクティブ・

ラーニング等による能動的な研究
態度を形成して自己の探究課
題を追求します。その過
程でスタンダードに示
された資質や能力に
ついて自己確認し
ます。

研究・研修成果の記録・蓄積

多様な成果物を
蓄積し，スタンダ
ードに基づいて獲
得した資質や能力

（到達目標の達成度）を
自己評価します。

・課題レポート
・作品，制作物
・実習記録
・修士論文
・特定の課題についての学修の成果

自己評価票における
目標設定

自己評価に
基づく学びの
振り返りと
自己省察

スタンダード
に基づく

大学院の学び
自らの学びを振り
返りどのような気づ
きや発見があったの
かを確認します。
「基礎部分のスタンダード」
と「専門性の実現に向けたス
タンダード」に照らし合わせて自
らの成長を客観的に見つめ直し，自
己評価を行います。それによって自己省察
を行い，新たな課題を明確にします。

授業等による
研究・研修の
過程で資質や
能力の観点から
自己確認

成果等の蓄積

スタンダードによる
自己評価と学びの総括

教員養成スタンダード（大学院）による学びのサイクル
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専 攻 コース 観 点 スタンダード

教
育
実
践
高
度
化

学び続ける教師

教師としての基本的素養

児童・生徒の理解に基づく学級経営・
生徒指導

教科等の指導

連携・協働

５領域
基礎部分のスタンダード

スタンダード

省察的実践による課題改善を図ることができる
研究を通した専門性向上をめざすことができる
長期的視野に立つ主体的な職能成長を図ることができる
社会人としての素養を備え，自立した社会人として行動できる
教師としての自覚と使命感を持ち，専門職業人としての知見を備えている
子どもの発達についての知見を踏まえて一人ひとりの子どもにかかわることができる
学級経営の基礎的な知識を踏まえて学び合う集団の育成ができる
子どもの多面的な理解をもとに，多様な場面に対して適切かつ柔軟に対応できる
専門的な知見をもとに保育内容を探究し，教材開発につなげることができる
保育方法を分析する幅広い知識を有し，子どもの遊びや育ちを支援することができる
長期的な発達の見通しと子どもの実態を踏まえて指導計画に反映させることができる
教師としての専門的な知見を保育研究に生かすことができる
保育の評価に関する多面的な理解をもとに，評価を指導に生かすことができる
多様な場面で園内での協働を進める方法論を身につけている
保護者・地域との親和的な関係を結び，協調的に活動する意義を理解している

学び続ける教師

教師としての基本的素養

子ども理解に基づく指導と学級経営

保育の展開と指導

連携・協働

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

５領域
基礎部分のスタンダード（幼年教育）

スタンダード

特
別
支
援
教
育

障害児・者の教育・福祉に関する理念や制度を知り，多様な学問領域からのアプローチを理解
し，多領域の連携・協働による支援について重要性を理解し探究し続けることができる
視覚障害，聴覚障害，知的障害，肢体不自由，病弱・身体虚弱，言語障害，発達障害，
重度重複障害等の多様な障害について，特性の理解を深め，また，障害児・者の周囲
に対して理解を促すことができる
障害児・者，保護者，学校・学級から地域の支援制度といった，個人レベルから社会
レベルに至る様々な次元で，共生社会形成･インクルーシブ教育構築に向けた包括的･
体系的支援の必要性を理解し，計画，実践，評価していくことができる
教員間コミュニケーションを促す基本スキルを身につけ，キャリアステージに応じて
校内や地域の連携・協働を推進することができる

個別のニーズを見極め，支援・配慮の目標設定を行い，手立て・工夫を取り入れた
指導計画を立案して，その結果を評価できる

特別支援教育的観点から，通常の学級における授業デザインや学級経営の工夫を考える
ことができる

学校経営の基本枠組みと理論を理解し，学校経営における問題発見・課題形成ができ，
学校の課題解決の方向性を提案する実践力を有している
教育行財政の基本法規や制度を理解し，教育委員会における問題発見・課題形成ができ，
教育委員会の課題解決の方向性を提案する実践力を有している

日々の実践を省察して経験から学ぶことができるとともに，児童生徒に関わる教員自身
の学び，そして教員集団の学びをマネジメントすることができる

教育学や心理学といった学問から修得した理論や知を基盤に，教育事象から得られたデ
ータを量的・質的に収集・分析して新たな知を創り出すことができる

児童生徒の自発的で主体的な成長・発達を支援する視点をもちながら，学習指導を行う
ことができるとともに，日々の授業等を通して生徒指導を行うことができる

国語・英語の教科内容の専門知識を涵養する優れた探究力をもち，言語教育実践の質的
向上に資する知識の応用を図ることができる

教員として，国語・英語の教科指導力にかかる知見を他者と共有し，高め続けることの
できる実践力・研究力をもっている

国語・英語の教育内容に関する高度な専門的知識と国語・英語の教科教育学に基づく知
見をもとに，授業実践の内容と方法を開発・研究・省察していくことができる

社会系教科の授業力の向上のために，理論と実践の往還の中で，探究力をもって学び続
けることができる

数学・理科を学ぶ楽しさを知り，教員として数学・理科を学び続けることのできる強靭
な探究力をもっている

教員として，算数・数学，理科の教科指導力にかかる知見を他者と共有し，高め続ける
ことのできる実践力・研究力をもっている

数学・理科の教育内容に関する高度な専門的知識と算数・数学，理科の教科教育学に基
づく知見をもとに，授業実践の内容と方法を開発・研究・省察していくことができる

小学校の教科・領域の教育内容の特質を知り，教員として研究対象とした教育内容につ
いて強靱な探究力をもって学び続けることができる

小学校の教科・領域の指導と評価にかかる知見を身に付け，実践と省察を通してそれら
の能力を高め続けることができる
小学校の教科・領域の教育内容に関する高度な専門的知識と教科・領域の教育方法に関
する知見をもとに，授業の内容と方法を開発・実践・省察していくことができる

教育行政のトップリーダーに必要な理論や知識を習得するとともに，社会や世界の状況
を幅広く捉えることができる

教育行政のトップリーダーとして，マネジメントの基礎とリーダーシップの基礎を身に
付け，行動するトップリーダーとして，組織に変革型の行動を起こすことができる

学校現場におけるグローバル化を推進し，児童生徒のグローバルイシューに対する主体
的な取り組みを促すにあたっての高度な専門的知見と実践的知見を有している
グローバルな視点，豊かなコミュニケーション力，論理的思考力・表現力，問題解決
能力，多様性の受容と尊重など，グローバル化推進教育リーダーとしての資質に裏付
けされた実践的指導力を有している
グローバル教育に関する高度な理論的・実践的知見をもとに，他者との連携・協働を
とおして学校現場のグローバル化を推進するための授業改善，組織改善の具体的方法
を開発・実践・省察・改善していくことができる

教育行政の成果を生む行動を起こすために必要な知識と応用力（マネジメントとリーダー
シップ）を身に付け，実際の教育行政に役立つ政策を提言書の形でまとめることができる

社会系教科の教科教育について高い実践力・研究力をもっている

社会系教科の内容と社会系教科の背景にある専門諸科学について高い理解力をもっている

学校経営や教育委員会の事例から，成功要因を探り出し，学校や教育委員会に適用するための中範
囲の理論化ができる。また，理論をもとにして，学校や教育委員会の改善方策の具体化ができる

障害理解と啓発

個別のニーズと指導計画

通常の学級と特別支援教育

学校経営

教育行財政

理論と実践の融合

「学びを創る」力

「科学する」力

「実践する」力

教科内容

教科教育

教科内容と教科教育の融合

教科内容

教科教育

学び続けることができる探究力

教科内容

教科教育

教科内容と教科教育の融合

教科・領域の教育内容

教科・領域の教育方法

理論と実践の融合

教育政策の知識と理論

理論と実践の融合

理論と実践を融合する創造性

障害児・者の教育・福祉と
支援における連携

障害科学

発達障害支援実践

学校経営

教育方法・生徒指導
マネジメント

言語系教科マネジメント

社会系教科マネジメント

理数系教科マネジメント

小学校教員養成特別

教育政策リーダー

学校教育全般にわたっての専門的知見，実践的知見を有し，それらに基づく職能成長を
し続けることができる

授業や学級・学校経営などの具体から，自他の教育実践をリフレクションする能力を有
している

学校教育に関わる高度な理論や実践をもとに，自他の行動変容を促す改善策を創造するこ
とができる

授業実践課題探究

グローバル化推進
教育リーダー

障害児・者，保護者，学級・
学校への支援
コミュニケーションと校内
体制

専門性の実現に向けたスタンダード（コース毎に 3 項目を設定）

人
間
発
達
教
育

専 攻 コース 観 点 スタンダード
人間，社会，教育について，広い視野から，根本に立ち返って考えることのできる探究力
を有している

人と人との対話的な関係を構築しながら，組織変革のために提言できる実践力を有してい
る

実践的研究者としてよりよい実践を探究し続ける力を有している

乳幼児教育や子育て支援に関する専門的な知見と高度な研究力を持ち，実践の改善に取り
組むことができる

未就園児を含む親子の活動に対する援助と環境構成を適切に行うとともに，地域や保護者
の実態に配慮した子育ての支援ができる

保護者や地域との連携を図りながら，他の教師と協働して保育の改善に取り組むことがで
きる

学校における子どもの支援に役立つ心理学的な理論と実践についての理解を深め，それに
基づく研究能力と指導・支援力を身につけている

子どもの発達に関する理論と実践についての理解を深め，それに基づく研究能力と指導・
支援力を身につけている

学校保健，学校安全，健康教育に関する理論と実践についての理解を深め，それに基づく
研究能力と指導力を身につけている

臨床心理学の支援理論と技術とを知り，学校現場をはじめとする各臨床現場での心理職と
してこれらの知識・技術を学び続けることのできる専門職者としての探究力をもっている

学校現場をはじめとする各臨床現場での臨床心理サービスに関わる知見と技術を他者と共
有し，高め続けることのできる研究・実践力をもっている

臨床心理学に基づく支援の理論，および支援技術の実習を通じて，学校現場をはじめとす
る各臨床現場で臨床心理学的支援の方法を開発・研究・省察していくことができる

教育コミュニケーション

幼年教育・発達支援

学校心理・
学校健康教育・
発達支援

臨床心理学

音楽・美術を学ぶ楽しさを知り，教員として学び続けることのできる強靭な探究力をもっ
ている

音楽，図画工作・美術の学習指導に関する理論と方法を学び，それらを他者と共有し，高
め続けることのできる研究力をもっている

音楽・美術の教育内容に関する高度な専門的知識・技能と，教育方法の知見をもとに教育
の内容を開発・研究・省察していくことができる

芸術表現系教育

生活・健康・情報に関わる高度な専門的知識と技能を有するとともにそれらを学ぶ楽しさ
を知り，教員として学び続けることのできる探究力をもっている
生活・健康・情報に関わる学習指導の理論と方法を熟知するとともに，実践力向上に努め
続けることのできる研究力をもっている

生活・健康・情報に関わる高度な専門的知識・技能と学習指導の理論・方法をもとに，教
育の内容と方法を開発・研究・省察することができる

生活・健康・
情報系教育

探究力

実践力

研究と実践の融合

専門性・研究

子育て支援

連携・協働

学校心理

発達支援

学校健康教育

臨床心理学理論

臨床心理学実践

理論と実践の融合

教育内容

教育方法

教育内容と教育方法の融合

教育内容

教育方法

教育内容と教育方法の融合

教科・領域の教育内容と教
科・領域の教育方法の融合

マネジメント・リーダー
シップ

自他の教育実践をリフレク
ションする協働性

学校教育全般にかかわる専
門性

グローバル人材育成にかか
わる教育内容・教育方法に
関する知識・理解
グローバル化推進教育リー
ダーとしての実践力

3 4

省察的実践による課題改善を図ることができる
研究を通した専門性向上をめざすことができる
長期的視野に立つ主体的な職能成長を図ることができる
社会人としての素養を備え，自立した社会人として行動できる
教師としての自覚と使命感を持ち，専門職業人としての知見を備えている
児童・生徒の発達についての知見をもとに児童・生徒にかかわることができる
学級経営の基礎的な知識を踏まえて学び合う集団，自治的・文化的集団の育成ができる
児童・生徒の多面的な理解をもとに，多様な場面に対して適切かつ柔軟に対応できる
専門的な知見をもとに学習内容を探究し，教材開発につなげることができる
学習指導を分析する幅広い知識を有し，確かな学びを導くことができる
学習内容の系統性と児童・生徒の実態を踏まえて指導計画に反映させることができる
教師としての専門的な知見を授業研究に生かすことができる
学習評価についての多面的な理解をもとに，評価を学習指導に生かすことができる
多様な場面で学校内での協働を進める方法論を身につけている
保護者・地域との親和的な関係を結び，協調的に活動する意義を理解している

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15



専 攻 コース 観 点 スタンダード

教
育
実
践
高
度
化

学び続ける教師

教師としての基本的素養

児童・生徒の理解に基づく学級経営・
生徒指導

教科等の指導

連携・協働

５領域
基礎部分のスタンダード

スタンダード

省察的実践による課題改善を図ることができる
研究を通した専門性向上をめざすことができる
長期的視野に立つ主体的な職能成長を図ることができる
社会人としての素養を備え，自立した社会人として行動できる
教師としての自覚と使命感を持ち，専門職業人としての知見を備えている
子どもの発達についての知見を踏まえて一人ひとりの子どもにかかわることができる
学級経営の基礎的な知識を踏まえて学び合う集団の育成ができる
子どもの多面的な理解をもとに，多様な場面に対して適切かつ柔軟に対応できる
専門的な知見をもとに保育内容を探究し，教材開発につなげることができる
保育方法を分析する幅広い知識を有し，子どもの遊びや育ちを支援することができる
長期的な発達の見通しと子どもの実態を踏まえて指導計画に反映させることができる
教師としての専門的な知見を保育研究に生かすことができる
保育の評価に関する多面的な理解をもとに，評価を指導に生かすことができる
多様な場面で園内での協働を進める方法論を身につけている
保護者・地域との親和的な関係を結び，協調的に活動する意義を理解している

学び続ける教師

教師としての基本的素養

子ども理解に基づく指導と学級経営

保育の展開と指導

連携・協働

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

５領域
基礎部分のスタンダード（幼年教育）

スタンダード

特
別
支
援
教
育

障害児・者の教育・福祉に関する理念や制度を知り，多様な学問領域からのアプローチを理解
し，多領域の連携・協働による支援について重要性を理解し探究し続けることができる
視覚障害，聴覚障害，知的障害，肢体不自由，病弱・身体虚弱，言語障害，発達障害，
重度重複障害等の多様な障害について，特性の理解を深め，また，障害児・者の周囲
に対して理解を促すことができる
障害児・者，保護者，学校・学級から地域の支援制度といった，個人レベルから社会
レベルに至る様々な次元で，共生社会形成･インクルーシブ教育構築に向けた包括的･
体系的支援の必要性を理解し，計画，実践，評価していくことができる
教員間コミュニケーションを促す基本スキルを身につけ，キャリアステージに応じて
校内や地域の連携・協働を推進することができる

個別のニーズを見極め，支援・配慮の目標設定を行い，手立て・工夫を取り入れた
指導計画を立案して，その結果を評価できる

特別支援教育的観点から，通常の学級における授業デザインや学級経営の工夫を考える
ことができる

学校経営の基本枠組みと理論を理解し，学校経営における問題発見・課題形成ができ，
学校の課題解決の方向性を提案する実践力を有している
教育行財政の基本法規や制度を理解し，教育委員会における問題発見・課題形成ができ，
教育委員会の課題解決の方向性を提案する実践力を有している

日々の実践を省察して経験から学ぶことができるとともに，児童生徒に関わる教員自身
の学び，そして教員集団の学びをマネジメントすることができる

教育学や心理学といった学問から修得した理論や知を基盤に，教育事象から得られたデ
ータを量的・質的に収集・分析して新たな知を創り出すことができる

児童生徒の自発的で主体的な成長・発達を支援する視点をもちながら，学習指導を行う
ことができるとともに，日々の授業等を通して生徒指導を行うことができる

国語・英語の教科内容の専門知識を涵養する優れた探究力をもち，言語教育実践の質的
向上に資する知識の応用を図ることができる

教員として，国語・英語の教科指導力にかかる知見を他者と共有し，高め続けることの
できる実践力・研究力をもっている

国語・英語の教育内容に関する高度な専門的知識と国語・英語の教科教育学に基づく知
見をもとに，授業実践の内容と方法を開発・研究・省察していくことができる

社会系教科の授業力の向上のために，理論と実践の往還の中で，探究力をもって学び続
けることができる

数学・理科を学ぶ楽しさを知り，教員として数学・理科を学び続けることのできる強靭
な探究力をもっている

教員として，算数・数学，理科の教科指導力にかかる知見を他者と共有し，高め続ける
ことのできる実践力・研究力をもっている

数学・理科の教育内容に関する高度な専門的知識と算数・数学，理科の教科教育学に基
づく知見をもとに，授業実践の内容と方法を開発・研究・省察していくことができる

小学校の教科・領域の教育内容の特質を知り，教員として研究対象とした教育内容につ
いて強靱な探究力をもって学び続けることができる

小学校の教科・領域の指導と評価にかかる知見を身に付け，実践と省察を通してそれら
の能力を高め続けることができる
小学校の教科・領域の教育内容に関する高度な専門的知識と教科・領域の教育方法に関
する知見をもとに，授業の内容と方法を開発・実践・省察していくことができる

教育行政のトップリーダーに必要な理論や知識を習得するとともに，社会や世界の状況
を幅広く捉えることができる

教育行政のトップリーダーとして，マネジメントの基礎とリーダーシップの基礎を身に
付け，行動するトップリーダーとして，組織に変革型の行動を起こすことができる

学校現場におけるグローバル化を推進し，児童生徒のグローバルイシューに対する主体
的な取り組みを促すにあたっての高度な専門的知見と実践的知見を有している
グローバルな視点，豊かなコミュニケーション力，論理的思考力・表現力，問題解決
能力，多様性の受容と尊重など，グローバル化推進教育リーダーとしての資質に裏付
けされた実践的指導力を有している
グローバル教育に関する高度な理論的・実践的知見をもとに，他者との連携・協働を
とおして学校現場のグローバル化を推進するための授業改善，組織改善の具体的方法
を開発・実践・省察・改善していくことができる

教育行政の成果を生む行動を起こすために必要な知識と応用力（マネジメントとリーダー
シップ）を身に付け，実際の教育行政に役立つ政策を提言書の形でまとめることができる

社会系教科の教科教育について高い実践力・研究力をもっている

社会系教科の内容と社会系教科の背景にある専門諸科学について高い理解力をもっている

学校経営や教育委員会の事例から，成功要因を探り出し，学校や教育委員会に適用するための中範
囲の理論化ができる。また，理論をもとにして，学校や教育委員会の改善方策の具体化ができる

障害理解と啓発

個別のニーズと指導計画

通常の学級と特別支援教育

学校経営

教育行財政

理論と実践の融合

「学びを創る」力

「科学する」力

「実践する」力

教科内容

教科教育

教科内容と教科教育の融合

教科内容

教科教育

学び続けることができる探究力

教科内容

教科教育

教科内容と教科教育の融合

教科・領域の教育内容

教科・領域の教育方法

理論と実践の融合

教育政策の知識と理論

理論と実践の融合

理論と実践を融合する創造性

障害児・者の教育・福祉と
支援における連携

障害科学

発達障害支援実践

学校経営

教育方法・生徒指導
マネジメント

言語系教科マネジメント

社会系教科マネジメント

理数系教科マネジメント

小学校教員養成特別

教育政策リーダー

学校教育全般にわたっての専門的知見，実践的知見を有し，それらに基づく職能成長を
し続けることができる

授業や学級・学校経営などの具体から，自他の教育実践をリフレクションする能力を有
している

学校教育に関わる高度な理論や実践をもとに，自他の行動変容を促す改善策を創造するこ
とができる

授業実践課題探究

グローバル化推進
教育リーダー

障害児・者，保護者，学級・
学校への支援
コミュニケーションと校内
体制

専門性の実現に向けたスタンダード（コース毎に 3 項目を設定）

人
間
発
達
教
育

専 攻 コース 観 点 スタンダード
人間，社会，教育について，広い視野から，根本に立ち返って考えることのできる探究力
を有している

人と人との対話的な関係を構築しながら，組織変革のために提言できる実践力を有してい
る

実践的研究者としてよりよい実践を探究し続ける力を有している

乳幼児教育や子育て支援に関する専門的な知見と高度な研究力を持ち，実践の改善に取り
組むことができる

未就園児を含む親子の活動に対する援助と環境構成を適切に行うとともに，地域や保護者
の実態に配慮した子育ての支援ができる

保護者や地域との連携を図りながら，他の教師と協働して保育の改善に取り組むことがで
きる

学校における子どもの支援に役立つ心理学的な理論と実践についての理解を深め，それに
基づく研究能力と指導・支援力を身につけている

子どもの発達に関する理論と実践についての理解を深め，それに基づく研究能力と指導・
支援力を身につけている

学校保健，学校安全，健康教育に関する理論と実践についての理解を深め，それに基づく
研究能力と指導力を身につけている

臨床心理学の支援理論と技術とを知り，学校現場をはじめとする各臨床現場での心理職と
してこれらの知識・技術を学び続けることのできる専門職者としての探究力をもっている

学校現場をはじめとする各臨床現場での臨床心理サービスに関わる知見と技術を他者と共
有し，高め続けることのできる研究・実践力をもっている

臨床心理学に基づく支援の理論，および支援技術の実習を通じて，学校現場をはじめとす
る各臨床現場で臨床心理学的支援の方法を開発・研究・省察していくことができる

教育コミュニケーション

幼年教育・発達支援

学校心理・
学校健康教育・
発達支援

臨床心理学

音楽・美術を学ぶ楽しさを知り，教員として学び続けることのできる強靭な探究力をもっ
ている

音楽，図画工作・美術の学習指導に関する理論と方法を学び，それらを他者と共有し，高
め続けることのできる研究力をもっている

音楽・美術の教育内容に関する高度な専門的知識・技能と，教育方法の知見をもとに教育
の内容を開発・研究・省察していくことができる

芸術表現系教育

生活・健康・情報に関わる高度な専門的知識と技能を有するとともにそれらを学ぶ楽しさ
を知り，教員として学び続けることのできる探究力をもっている
生活・健康・情報に関わる学習指導の理論と方法を熟知するとともに，実践力向上に努め
続けることのできる研究力をもっている

生活・健康・情報に関わる高度な専門的知識・技能と学習指導の理論・方法をもとに，教
育の内容と方法を開発・研究・省察することができる

生活・健康・
情報系教育

探究力

実践力

研究と実践の融合

専門性・研究

子育て支援

連携・協働

学校心理

発達支援

学校健康教育

臨床心理学理論

臨床心理学実践

理論と実践の融合

教育内容

教育方法

教育内容と教育方法の融合

教育内容

教育方法

教育内容と教育方法の融合

教科・領域の教育内容と教
科・領域の教育方法の融合

マネジメント・リーダー
シップ

自他の教育実践をリフレク
ションする協働性

学校教育全般にかかわる専
門性

グローバル人材育成にかか
わる教育内容・教育方法に
関する知識・理解
グローバル化推進教育リー
ダーとしての実践力

3 4

省察的実践による課題改善を図ることができる
研究を通した専門性向上をめざすことができる
長期的視野に立つ主体的な職能成長を図ることができる
社会人としての素養を備え，自立した社会人として行動できる
教師としての自覚と使命感を持ち，専門職業人としての知見を備えている
児童・生徒の発達についての知見をもとに児童・生徒にかかわることができる
学級経営の基礎的な知識を踏まえて学び合う集団，自治的・文化的集団の育成ができる
児童・生徒の多面的な理解をもとに，多様な場面に対して適切かつ柔軟に対応できる
専門的な知見をもとに学習内容を探究し，教材開発につなげることができる
学習指導を分析する幅広い知識を有し，確かな学びを導くことができる
学習内容の系統性と児童・生徒の実態を踏まえて指導計画に反映させることができる
教師としての専門的な知見を授業研究に生かすことができる
学習評価についての多面的な理解をもとに，評価を学習指導に生かすことができる
多様な場面で学校内での協働を進める方法論を身につけている
保護者・地域との親和的な関係を結び，協調的に活動する意義を理解している
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教員養成スタンダード（大学院） 

【基礎部分】自己評価票 

学籍番号 
専 攻 

ふりがな 

氏  名 コース

※ 以下の該当する□を■にしてください。

■ 現在教員である又は教員志望である ☐ 教員志望でない（【基礎部分】の記入は省略可とします）

５領域 スタンダード

(上段）学年当初の自己評価の数値を記入する 

(下段）学年末の自己評価の数値を記入する 

できない ：１  少しできる：２ 

ほぼできる：３  十分できる：４ 

１年次 ２年次 ３年次 

学び続ける 
教師 

１ 省察的実践による課題改善を図ることができる 

２ 研究を通した専門性向上をめざすことができる 

３ 
長期的視野に立つ主体的な職能成長を図ることがで

きる 

教師としての

基本的素養 

４ 
社会人としての素養を備え，自立した社会人として

行動できる 

５ 
教師としての自覚と使命感を持ち，専門職業人とし

ての知見を備えている 

児童・生徒の理

解に基づく学

級経営・生徒指

導 

６ 
児童・生徒の発達についての知見をもとに児童・生

徒にかかわることができる 

７ 
学級経営の基礎的な知識を踏まえて学び合う集団，

自治的・文化的集団の育成ができる 

８ 
児童・生徒の多面的な理解をもとに，多様な場面に

対して適切かつ柔軟に対応できる 

教科等の指導 

９ 
専門的な知見をもとに学習内容を探究し，教材開発

につなげることができる 

10 
学習指導を分析する幅広い知識を有し，確かな学び

を導くことができる 

11 
学習内容の系統性と児童・生徒の実態を踏まえて指

導計画に反映させることができる 

12 
教師としての専門的な知見を授業研究に生かすこと

ができる 

13 
学習評価についての多面的な理解をもとに，評価を

学習指導に生かすことができる 

連携・協働 

14 
多様な場面で学校内での協働を進める方法論を身に

つけている 

15 
保護者・地域との親和的な関係を結び，協調的に活

動する意義を理解している 

教員養成スタンダード（大学院） 

【基礎部分】自己評価票（幼年教育） 

学籍番号 
専 攻 人間発達教育専攻 

ふりがな 

氏  名 コース 幼年教育・発達支援コース 

※ 以下の該当する□を■にしてください。

■ 現在教員である又は教員志望である ☐ 教員志望でない（【基礎部分】の記入は省略可とします）

５領域 スタンダード

(上段）学年当初の自己評価の数値を記入する 

(下段）学年末の自己評価の数値を記入する 

できない ：１  少しできる：２ 

ほぼできる：３  十分できる：４ 

１年次 ２年次 ３年次 

学び続ける 
教師 

１ 省察的実践による課題改善を図ることができる 

２ 研究を通した専門性向上をめざすことができる 

３ 
長期的視野に立つ主体的な職能成長を図ることがで

きる 

教師としての

基本的素養 

４ 
社会人としての素養を備え，自立した社会人として

行動できる 

５ 
教師としての自覚と使命感を持ち，専門職業人とし

ての知見を備えている 

子ども理解に

基づく指導と

学級経営 

６ 
子どもの発達についての知見を踏まえて一人ひとり

の子どもにかかわることができる 

７ 
学級経営の基礎的な知識を踏まえて学び合う集団の

育成ができる 

８ 
子どもの多面的な理解をもとに，多様な場面に対し

て適切かつ柔軟に対応できる 

保育の展開と

指導 

９ 
専門的な知見をもとに保育内容を探究し，教材開発

につなげることができる 

10 
保育方法を分析する幅広い知識を有し，子どもの遊

びや育ちを支援することができる 

11 
長期的な発達の見通しと子どもの実態を踏まえて指

導計画に反映させることができる 

12 
教師としての専門的な知見を保育研究に生かすこと

ができる 

13 
保育の評価に関する多面的な理解をもとに，評価を

指導に生かすことができる 

連携・協働 

14 
多様な場面で園内での協働を進める方法論を身につ

けている 

15 
保護者・地域との親和的な関係を結び，協調的に活

動する意義を理解している 

5 6



教員養成スタンダード（大学院） 

【基礎部分】自己評価票 

学籍番号 
専 攻 

ふりがな 

氏  名 コース

※ 以下の該当する□を■にしてください。

■ 現在教員である又は教員志望である ☐ 教員志望でない（【基礎部分】の記入は省略可とします）

５領域 スタンダード

(上段）学年当初の自己評価の数値を記入する 

(下段）学年末の自己評価の数値を記入する 

できない ：１  少しできる：２ 

ほぼできる：３  十分できる：４ 

１年次 ２年次 ３年次 

学び続ける 
教師 

１ 省察的実践による課題改善を図ることができる 

２ 研究を通した専門性向上をめざすことができる 

３ 
長期的視野に立つ主体的な職能成長を図ることがで

きる 

教師としての

基本的素養 

４ 
社会人としての素養を備え，自立した社会人として

行動できる 

５ 
教師としての自覚と使命感を持ち，専門職業人とし

ての知見を備えている 

児童・生徒の理

解に基づく学

級経営・生徒指

導 

６ 
児童・生徒の発達についての知見をもとに児童・生

徒にかかわることができる 

７ 
学級経営の基礎的な知識を踏まえて学び合う集団，

自治的・文化的集団の育成ができる 

８ 
児童・生徒の多面的な理解をもとに，多様な場面に

対して適切かつ柔軟に対応できる 

教科等の指導 

９ 
専門的な知見をもとに学習内容を探究し，教材開発

につなげることができる 

10 
学習指導を分析する幅広い知識を有し，確かな学び

を導くことができる 

11 
学習内容の系統性と児童・生徒の実態を踏まえて指

導計画に反映させることができる 

12 
教師としての専門的な知見を授業研究に生かすこと

ができる 

13 
学習評価についての多面的な理解をもとに，評価を

学習指導に生かすことができる 

連携・協働 

14 
多様な場面で学校内での協働を進める方法論を身に

つけている 

15 
保護者・地域との親和的な関係を結び，協調的に活

動する意義を理解している 

教員養成スタンダード（大学院） 

【基礎部分】自己評価票（幼年教育） 

学籍番号 
専 攻 人間発達教育専攻 

ふりがな 

氏  名 コース 幼年教育・発達支援コース 

※ 以下の該当する□を■にしてください。

■ 現在教員である又は教員志望である ☐ 教員志望でない（【基礎部分】の記入は省略可とします）

５領域 スタンダード

(上段）学年当初の自己評価の数値を記入する 

(下段）学年末の自己評価の数値を記入する 

できない ：１  少しできる：２ 

ほぼできる：３  十分できる：４ 

１年次 ２年次 ３年次 

学び続ける 
教師 

１ 省察的実践による課題改善を図ることができる 

２ 研究を通した専門性向上をめざすことができる 

３ 
長期的視野に立つ主体的な職能成長を図ることがで

きる 

教師としての

基本的素養 

４ 
社会人としての素養を備え，自立した社会人として

行動できる 

５ 
教師としての自覚と使命感を持ち，専門職業人とし

ての知見を備えている 

子ども理解に

基づく指導と

学級経営 

６ 
子どもの発達についての知見を踏まえて一人ひとり

の子どもにかかわることができる 

７ 
学級経営の基礎的な知識を踏まえて学び合う集団の

育成ができる 

８ 
子どもの多面的な理解をもとに，多様な場面に対し

て適切かつ柔軟に対応できる 

保育の展開と

指導 

９ 
専門的な知見をもとに保育内容を探究し，教材開発

につなげることができる 

10 
保育方法を分析する幅広い知識を有し，子どもの遊

びや育ちを支援することができる 

11 
長期的な発達の見通しと子どもの実態を踏まえて指

導計画に反映させることができる 

12 
教師としての専門的な知見を保育研究に生かすこと

ができる 

13 
保育の評価に関する多面的な理解をもとに，評価を

指導に生かすことができる 

連携・協働 

14 
多様な場面で園内での協働を進める方法論を身につ

けている 

15 
保護者・地域との親和的な関係を結び，協調的に活

動する意義を理解している 
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新システム (LiveCampusU) への移行に伴い、
2024 年 9月 1日から LiveCampus の表示画面は変更となります。
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新システム (LiveCampusU) への移行に伴い、
2024 年 9月 1日から LiveCampus の表示画面は変更となります。
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